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住 所 高知県高知市朝倉丙 1644 番地 1

TEL 088-844-1313

URL http://akanenosato.lolipop.jp/

経 営 理 念 健康長寿の追求
　健康なお年寄りが入居しており、この健康を守りさらに長寿を目指す。現在の居住者の
平均年齢は 84歳 7か月で、全員が介助の要らない日常生活を送っている。今後は平均年
齢 90歳を目標とする。具体的には、毎朝しりとりをしながらラジオ体操２回、その後５
分間のウォーキング、１カ月に２回、往復１時間の歩こう会。生きがいつくりとして書
道、ゲートボール、カラオケ、生け花など１２のクラブ活動、地元大学と提携し歯磨き教
室、メニューの開発、利用者のリクエストメニュー実践、認知症や腰痛、高血圧など健康
DVD教室開催などに取り組んでいる。

事 業 内 容
及 び 定 員

軽費老人ホームＡ型（定員 60人）

収 入
( 法人全体 )
平成26年度決算

①　社会福祉事業 109,472,464 円
②　公益事業 0 円
③　収益事業 0 円
　　合計 109,472,464 円

職 員 数
（法人全体）

18 名（非常勤含む）
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当 面 す る
経 営 課 題

①法人の経営強化
　1法人 1事業所で経営体としては小さく、利用者も高齢化、介護度が上がった場合は退
所しなければならず不安を持つ。グループホームなど利用者のさらなる受け入れ先となる
他業態の施設を設け、併せて経営を強める課題がある。
②職員の労務意識や技量の向上
　軽費老人ホームＡ型で他の高齢者施設のように異業種参入や介助業務がないため、職員
の業務への探求心がやや乏しい。今後、入居者がさらに高齢化、介護度も上がり職員の業
務も多岐化することから、働く意識と業務技量の向上が課題となる。
③地域に親しまれる施設づくり
　入居者は県外から４人、残りは県下一円に散らばり、地元の利用者がいないことから交
流はスポット的な行事にとどまっていた。立地場所は高知市でもいち早く住宅団地が形成
され、昨今近隣には独居の高齢者も増え、家族は介護対応にも困惑していることなどから、
お年寄りの生活相談、各種クラブの参加など地域に親しまれる施設づくりが急務となって
いる。

取り組みに
着 手 し た
理由、背景

　身辺自立した人の施設で、これまで職員は介助業務もなく日常的に利用者の命にかかわ
ることがほとんどないため、クラブ活動の世話や催し物の企画などが業務の中心となって
いた。過去の「看護・介護日誌」を見ると、「何も記されていないほうが健康な証し」と
ばかりに、ほとんど白紙の状態もあった（実際は 60人の生活の記録としてその人の行動、
活動の時間変化、前年同時期との体力などの衰えなど比較する資料としても必要だった
が）。
　しかし昨今、要支援や要介護の認定を受けた人の入居も増えた。加えて第 6期の介護保
険計画で「訪問介護」「通所介護」が介護保険の適用外、市町村の管理下となり、「身辺自
立」を標榜し続けることが困難となる様相で、業務の在り方も見直し、新しい施設態勢を
構築すべく、あらゆることについて検討を始めた。
　日誌に関しては病気やけがなどが発生した際、どのような対処するか、表情一つとって
も細かに見極める「観察力」と、細かに分かりやすく記録する「発信力」を中心にした書
く内容の再検討に入った。
　また、職員数 18人と小さい当施設ゆえに、今日の取り組みでは時間は短くても一人一
人に接し、話し、指導できると踏んだ。

取り組みの
現 時 点
で の 効 果

　取り組みはまだ緒に就いたばかり。「日誌には一つでいいから売りを記せ」と話しほぼ
毎日、添削している。交換日誌を続けること自体、年老いた管理職にとってしんどい。一
方、職員は書くこと自体が苦手で、かてて加えて最初のうちは双方の意識の違いから「そ
こまでしなくてはいけないのか」「私の文章を切り刻んで」などと不平たらたら。「疑問が
あったら言ってきて」と話し合いを重ね、意識のギャップを埋めることに時間を要した。
　最近では「これを職員共通の認識にしたい」「こんなことを他の職員に知ってほしい」
などと、記録することの目的がいささかでも分かってきた職員もいる。合わせて毎朝のミー
ティングでは前日の記録を元に今後のケアの方針が話し合われ、職員間の意識格差も縮ま
り、技量の底上げにつながっている。今後はさらに職員の高みを目指すための手だてとな
るよう努めていきたい。
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